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【網膜の血管異常】 
網膜循環についての最新の知見
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〔 要約〕

循環調節を知る上で，非侵霊的に血管を観察で

きるのは生体内で網膜以外にない。血管を直接観

察できる網膜は，この分野の研究に非常に適した

臓器である。我々が日常診察で観察している網膜

血管は，生理学的にみると細動脈・細静脈であ

る。細動脈は厚い平滑筋を有しており，別名抵抗

血管といわれ，全身血圧を規定する因子である末

梢血管抵抗の大部分を司る重要な臓器である。こ

１．網膜循環調節

１．代謝性調節機構

代謝‘性調節とは組織局所の代謝活動，あるいは組

織より放出される代謝産物（Ｈ+，CO2，乳酸，ア

デノシンなど）の濃度によって血管平滑筋の緊張が

調節される。網膜は酸素消費量が生体で最大の組織

であり')，酸素分圧の変化によって血流量が鋭敏に

増減する。特に，１００％酸素吸入による血中酸素分

圧の上昇に対し，脳血流は１０％程度しか減少しな

いのに比べ，網膜血流量は約５０％も減少する2)。

２．筋原性調節機構

細動脈では血管内から血管壁に圧が加わると血管

壁が収縮し，逆に圧が低下すると血管壁が拡張する

ことが知られている（Laplaceの定理)3)。つまり，

血管内圧が上昇して血管壁を伸展させると壁張力が

増加するが，これを血管が感知して血管が収縮し，

壁張力を一定に保つのである。このことを筋原性調

の細動脈の血管緊張の程度により全身血圧は変動

し，組織への血流供給が決定する。よって，この

部位の調節機構は非常に重要である。この項では

網膜循環の調節機構として大切な４つの機構（代

謝性，筋原性，血流依存性，神経性調節機構）を

解説し，最後に網膜循環の自己調節機構について

説明する。

節と呼ぶ。

我々は健常人を対象にして，寒冷刺激を与えるこ

とにより一過性に血圧を増加させ，レーザードップ

ラー眼底血流計を用いて網膜動脈の反応性を評価

し，一過性の血圧上昇（＝血管内圧上昇）に対して

圧依存性に網膜血管が収縮して，一過性に増加した

血流量が元のレベルに戻ることを証明した4)。これ

により，網膜動脈では筋原性調節機構が自己調節機

構に重要な働きをしていることが明らかとなった。

３．血流依存性調節機構

血流依存性調節機構には血管内皮からの血管拡張

因子のひとつである，一酸化窒素（ＮＯ）が重要な

働きをしていることが分かっており，この反応は血

管内皮機能を反映するとされている。血流依存性調

節機構を説明する上で大切なのは，ずり応力（シェ

アストレス）という概念である。シェアストレスと

は血管内を血液が流れると，その接線方向にかかる

力のことをいう（図１)。血流量が増加し，シェア
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